
北
海
道
の
開
拓
精
神
か
ら
学
ぶ

プ

ロ
野
球
の
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ

ァ
イ
タ
ー
ズ
は
、
エ
ス
コ
ン
フ
ィ
ー

ル
ド
北
海
道
で
試
合
を
主
催
し
て
い

る

・。
主
催
地
の
北
広
島
市
は
交
通
の

要
衝
地
で
あ
り
、
現
在
の
札
幌
を
中

心
と
し
た
北
海
道
が
形
作
ら
れ
る
起

点
と
な

っ
た
地
域
で
あ
る
。

明
治
６

（１
８
７
３
）
年
、
中
山

久
蔵

（き
ゅ
う
ぞ
う
）
は
現
在
の
北

広
島
市
島
松
で
水
田
を
試
作
し
、
豊

か
な
実
り
を
お
さ
め
た
。
中
山
家
の

回
伝
に
よ
れ
ば
、
寒
冷
の
た
め
思
う

よ
う
に
発
芽
し
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、

風
呂
お
け
を
使

っ
て
湯
水
を
昼
夜
に

わ
た

っ
て
田
に
流
し
込
む
な
ど
の
苦

労
を
重
ね
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

一

農
家
の
熱
心
さ
が
、
稲
作
の
最
北
地

を
北
海
道
中
央
ま
で
北
進
さ
せ
た
の

で
あ
る
。

中
山
は
、
明
治
１２
年
か
ら
自
作
の

日
か
ら
取
れ
た
種
も
み
１
０
０
俵
を

全
道
の
開
拓
移
民
に
無
償
配
布
し
た

と
い
う

（
『廣
島
村
史
』
）
。

明
治
２５
年
、
北
海
道
庁
財
務
部
長

に
着
任
し
た
酒
匂
常
明

（さ
こ
う

。

つ
ね
あ
き
ら
）
は
、
麦
作
奨
励
か
ら

稲
作
奨
励

へ
と
政
策
を
大
転
換
さ
せ

た
。試
作
場
で
水
稲
試
験
を
行
わ
せ
、

結
果
が
良
好
な
種
子
を
選
択
し
て
民

間
に
配
布
し
ヽ
中
山
と
共
に
稲
作
の
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普
及
に
尽
力
し
た
。
現
在
の
札
幌
、

夕
張
、
お
よ
び
旭
川
な
ど
が
あ
る
地

域

（当
時
の
石
狩
国
）
の
水
田
面
積

は
、
明
治
１９
年
は
約
１６
町
歩
に
過
ぎ

な
か
っ
た
が
、
明
治
郎
年
に
は
約
１

３
０
０
町
歩
）
と
な

っ
た

（
『新
撰

北
海
道
史
』
）
。

１
町
歩
と
は
約
１
診
で
あ
り
、
「運

動
場

一
周
で
二
百
研
走
が
で
き
る
学

校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
く
ら
い
の
大
き
さ

／
｝
で
あ
る
。
　

一

官
僚
の
酒
匂
常
明
と
民
間
人
の
中

山
久
蔵
と
の
連
携
に
よ
る
稲
作

へ
の

一果
献
が
北
海
道
米
の
礎
を
築
き
、
今

の
北
海
道

へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。

現
在
の
北
広
島
市
は
、
官
民
連
携

に
よ
る
ボ
ー
ル
パ
ー
ク

（Ｂ
Ｐ
）
整

¨

備
事
業
を
通
じ
て
ヽ
新
た
な
北
海
道

を
形
作
る
起
点
と
な
っ
て
い
る
。

３２
、診
の
Ｂ
Ｐ
内
に
５
つ
の
球
場
は

あ
る
。
Ｂ
Ｐ
は
完
成
し
た
施
設
で
は

な
く
、
必
要
な
モ
ノ
を
段
階

（
フ
エ

ー
ズ
）
に
分
け
て
造
っ
て
い
く
手
法

が
取
ら
れ
て
い
る
。
２
０
２
８
年
に

は
北
海
道
医
療
大
学
の
新
キ
ヤ
ン
パ

一ス
が
Ｂ
Ｐ
内
に
完
成
予
定
で
あ
る
。

同
年
に
は
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
が
Ｂ
Ｐ
の

隣
接
地
に
新
駅
を
設
置
す
る
予
定
で

あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

Ｂ
Ｐ
エ
リ
ア
の
名
称
は

「北
海
道

ボ
ー
ル
バ
ー
ク
Ｆ
ビ
レ
ツ
ジ
」
で
あ

り
、
」球
場
の
名
称
は

「
ェ
ス
コ
ン
フ

ィ
ー
ル
ド
北
海
道
」
で
あ
る
。
ど
ち

ら
に
も

「北
広
島
」
が
ク
レ
ジ
ッ
ト

さ
れ
て
い
な
い
が
、
北
広
島
の

「広

島
」
が
団
体
入
植
者
の
出
身
地
で
あ

る
広
島
県
の
名
を
採

っ
て
い
る
よ
う

に
、
名
は
体
を
表
す
。
名
称
か
ら
、

北
広
島
だ
け
で
な
く
北
海
道
全
土

を
豊
か
に
し
た
い
と
い
う
思
い
が

伝
わ

つ
て
く
る
。
中
山
久
蔵
や
酒

匂
常
明
ら
の
思
い
は
、
令
和
に
な
っ

て
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

埼
玉
県
は

「大
宮
ス
ー
パ
ー
●
ボ

ー
ル
バ
ト
ク
構
想
」
を
進
め
て
い
る
一

道
民
か
ら
も
学
び
、
大
宮
公
園
エ
リ

ア
を
新
た
な
埼
玉
を
形
作
る
起
点
と

し
た
い
。

わ
れ
わ
れ
に
も
、
身
近
な
事
柄
か

ら
社
会
を
よ
く
す
る
た
め
に
で
き
る

こ
と
は
あ
る
。

例
え
ば
、
八
潮
市
で
道
路
が
陥
没

し
た
が
、
人
口
減
少
時
代
に
水
道
管

を
ど
う
再
整
備
す
べ
き
か
。
こ
の
社

会
問
題
に
対
し
て
、
例
え
ば
わ
れ
わ

れ
の
孫
の
よ
う
に
当
事
者
で
あ
り
な

が
ら
〈
塁
思
形
成
に
参
加
で
き
な
い
人

々
が
い
る
。
自
分
の
立
場
だ
け
で
な

く
、
孫
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
、
埼

玉
を
北
海
道
に
負
け
な
い

・
実
わ
豊
か

な
社
会
に
し
て
い
き
た
い
。

あ
き
ば

。
か
つ
ひ
こ
　
１
．９
７
２
年
生
ま
れ
。
埼
玉
県
生
ま
れ
、
埼

玉
県
育
ち
。
、産
昌
綬
卒
。
城
西
大
学
経
済
宅
壼
卒
。
青
山
学
院
大
学
大

学
院
国
際
政
治
経
済
学
研
究
科
国
際
経
済
学
専
攻
５
年

一
賞
制
博
士
課

程
修
了
“
博
士

（国
際
経
済
学
）
。
東
洋
大
学
法
学
部
助
教
を
経
て
２

０
２
３
年
４
月
よ
り
現
職
。
　
　
・　
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
　
，


